
千葉大学・大学院人文科学研究院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２５０１

基盤研究(C)（一般）

2019～2017

言語の学習と拡張における知覚の役割の解明－後期ウィトゲンシュタインの思索を通じて

Elucidation of the role of perception in learning and expansion of words on the 
basis of later Wittgenstein's thought

３０５３５８２８研究者番号：

山田　圭一（Yamada, Keiichi）

研究期間：

１７Ｋ０２１６０

年 月 日現在  ２   ６ １９

円     1,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、言語の学習と拡張において知覚が果たす役割をウィトゲンシュタインの
アスペクト知覚というアイデアをもとに明らかにした。まず、直示的な教示（指さしによる言葉の教示）によっ
て一般的な語の使用が可能となるためには、対象の見方の転換が必要であることを明らかにしたうえで、それを
「範例として見る」というアスペクト知覚として取り出した。次に、われわれの言語を拡張する比喩的な表現を
いくつかのタイプに分類したうえで、それらが「類似性を見る」というアスペクトの気づきに基づくものである
ことを解明したうえで、新たな言語ゲームを生み出す創造的な体験のあり方を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study elucidated the role of perception in learning and expansion of 
words　by use of Wittgenstein’s concept of aspect-perception. 
First, I considered what is the condition of“ostensive teaching of words" and demonstrated that a 
learner has to change the way of seeing the object : see it as a paradigm. Second, I examined the 
condition of metaphorical extension and concluded that a speaker has to “notice a aspect” which 
contains seeing the similarity. 
On the basis of these study results, I explained how these ways of seeing objects could produce new 
language games.

研究分野：分析哲学、言語哲学、知覚の哲学

キーワード： ウィトゲンシュタイン　知覚　言語学習　アスペクト　メタファー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、第一にウィトゲンシュタインの言語観の転回の根底の部分にあった語りえぬ体験の次元
を明らかにしたという点にある。第二に、言語の学習と拡張におけるアスペクト知覚の役割を明らかにすること
で、言語哲学と知覚の哲学とを架橋する哲学研究の可能性を提示したという点にある。そして社会的な意義とし
ては、AI研究の進展を通じて再び脚光を浴びつつある「記号接地問題」（記号が記号内のネットワークを超えて
いかにして感覚経験と結びつきうるのかという問題）についてウィトゲンシュタイン的な回答を提示すること
で、記号の意味を巡る問題に一つの回答の選択肢を提示したことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
言語と論理の哲学者として有名なウィトゲンシュタインの言語観は、その思索の時期によっ
て大きく変化していることがよく知られている。従来のウィトゲンシュタイン研究では、この
変化を前期の『論理哲学論考』（以下、『論考』と省略）における「私の言語」から後期の『哲
学探究』（以下、『探究』と省略）における他者と共有可能な「公共言語」への転換として、あ
るいは、世界と言語との写像関係で意味を捉える立場から言語ゲームにおける語の使用におい
て意味を捉える立場への転換として説明するものがほとんどであった。 
しかし私はこのような転換の背景には、彼が言語へ向ける眼差しのより根本的な変化があっ
たと考えている。それは、語の意味が確定・固定した静的な言語についての探究から、意味が
生成・変化する言語の動的な側面の探究への転換である。彼のこのような視点からの考察が顕
著に現れるのは、⑴『探究』前半部で考察される語の意味の教示と学習の問題を扱っている箇
所であり、⑵『探究』第二部（第四版以降では「心理学の哲学―断片」と呼ばれるテキスト）
以降で考察される通常の文法規則に反した語の使用の問題を扱っている箇所である。 
したがって、このような言語の動的な側面がウィトゲンシュタイン自身の思索によってどの
ような仕方で説明できるのかという点を明らかにする研究が必要とされている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、上記の背景を踏まえて、言語の学習と拡張においてアスペクト知覚が果たしてい
る役割の解明を通じて、ウィトゲンシュタイン哲学の転換の根底にあった言語の動的な側面の
内実を明らかにすることを目指す。 
まず言語の学習に関して、語の直示的教示の場面で生じる問題を分析し、語の学習において
変化する対象の見方とはどのようなものかを解明することを目指す。次に言語の拡張に関し
て、教示された意味とは異なる語の二次的意味がどのようにして生まれていくのかを語の意味
体験という観点から明らかにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ウィトゲンシュタインの遺稿を辿りなおす文献研究と、言語と知覚の関係につい
て関連する諸学問の知見について研究を組み合わせることで行われる。 
第一に、ウィトゲンシュタインが語の直示的教示の問題に辿り着くまでの問題意識を文献的
に辿り直して再構成する。そのうえで、語の学習に必要なアスペクト知覚とその知覚内容につ
いて、現代の知覚の哲学の知見等も用いながら解明する。 
第二に、言語ゲームの変化と語の二次的意味の関係についてウィトゲンシュタインの文献を
辿り直して明らかにする。その上で、メタファー論やマルチモーダルな知覚についての認知言
語学、認知心理学、知覚の哲学の知見を援用して、意味の拡張をもたらすアスペクト知覚のあ
り方を解明する。 
以上の二つの方向性の研究を合わせて、ウィトゲンシュタインの言語観の転換点を明らかに
する。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、言語の学習と拡張において知覚が果たす以下のような役割を明らかにした
点にある。 
まず、われわれの言語を拡張するものとしての比喩的な表現について分析し、認知言語学の知
見などを援用しながら、『哲学探究』以降のウィトゲンシュタインが取り上げている比喩的表現
を多義図形のアスペクトの転換と類比的なものとして捉えなおすことを試みた。 
第一に、「人生は旅である」のような通常の概念間のメタファーに関しては、二つの概念のあ
いだの構造的な類似性をみてとるという点で、「として把握する」という概念に対するアスペク
トの転換として捉えることを明らかにした。 
第二に、「嘆きのメロディを聴く」のような知覚経験に対する比喩的表現については、知覚と
聴覚という異なる感覚モダリティの対象がもつ構造的な特徴の類似性を見るという点で、「とし
て見る」という視覚的なアスペクト知覚と同様に「として聴く」という構造をもった知覚のあり
方であることを明らかにした。 
第三に、ウィトゲンシュタインが「二次的な意味」と呼んだ「母音 eは黄色い」のような一見
するとナンセンスに思われる表現はこのような通常の比喩と異なり、類似性を見てとられるべ
き構造をもたないがゆえにその類似性を説明することができないという点を明らかにしたうえ
で、このような語の意味体験の特徴を「文脈の予感」として取り出した。 
以上の分析を通じて、意味の体験が創造的な言語の使用を可能にし、従来の語の用法とは異な
る新たな言語ゲームを創り出す可能性を秘めたものであることを明らかにした。。 
続いて、言語の学習において知覚が果たす役割について分析した。具体的には、ウィトゲンシ
ュタインの『哲学探究』において他者による直示的な教示（指さしによる言葉の教示）によって
言語を学ぶ場面に着目し、そこでの教示において知覚が果たす役割を彼がその後の行ったアス
ペクト知覚の分析をもとに再解釈しなおした。 
直示的教示において問題となるのは、指さされている対象がある時点での個体（たとえば、タ



マ）であるにもかかわらず、その語をそのような限定された個体だけではなく一般的に適用でき
なくてはならないという点にある。このような仕方での言語習得を可能にするものこそ、指ささ
れた対象を個体としてではなく範例として見るというアスペクト知覚であり、それは、個体のデ
ィテールを地として背景に退かせ、一般的な特徴のみを図として浮かび上がらせるような対象
の見方にほかならない。このように言語の習得がある種の知覚の仕方の習得でもあるという点
を明らかにすることを通じて、言語の習得が文字通りの意味で世界の見方の獲得でもあること
を明らかにした。 
 以上の研究成果をもとに、ウィトゲンシュタインの言語観の転換の背景として言語的な表出
の違いをもたらす語りえぬ体験の次元があることを明らかにした。 
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